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論  文  内  容  の  要  旨   

ク進体ダ上の連結簡約可能代数群Gの既約表現の分類はいまだ完成していない。しかし既約表現は簡単なパラメーター  

で分類できるのではないかというArthurの予想がある。FのWeil群1フ佐，SU（2，C），SL（2，C）と3個の群の直積を考  

え，この群からGのL群への準同型をArthurパラメターという。このような各パラメタ一に対して，既約表現有限個か  

らなる集合，所謂A－パケットがあって，群の任意の既約表現はあるA－パケットに属し，同じパケットに属する表現の間  

には，S群の指標を通じて自然な関係があるという予想をArthur予想という。ここにS群とはA－パケットに固有の有限  

群である。この予想はGエ（乃），〔八3）等について確かめられているが一般には未解決である。   

一方，Gの既約表現を既約表現に写す写像で，二回行えばもとに戻る性質をもつZelevinskiinvolutionというものが知ら  

れている。Zelevinskiinvolutionは誘導表現とJacquet functorを組み合わせて定義される。この対応は加藤信一，Aubert  

等により研究されたが，代数群のHecke環の性質を反映する極めて興味深いものである。   

申請論文において平賀氏はZelevinskiinvolutionはA－パケットをA－パケットに写し，パラメターは∫U（2，C）と  

（2，C）を入れ替えることで対応すると予想した。さらにパケットのS群を用いて，パケット内部の表現へのinvolutionの  

作用を記述する精密な予想も提出した。ただし一般にはA－パケットの存在は仮定しているが，Gエ（乃），U（3）等について  

は平賀氏のこの予想は確かめられる。   

この予想を深く研究するためにGのendoscopic群（内視鏡群）Hを取る。HのstableなvirtualcharacterからGの  

virtualcharacterへのendscopictransferと呼ばれる写像の存在が，Gとendoscopic群の軌道積分の関係についての基本補  

題とよばれる命題を仮定して，知られている。平賀氏はJacquet functorとendoscopic tranferの交換関係を与える公式を  

導き，Zelevinskiinvolutionとendoscopic tranferは可換であることを証明した。この定理の応用としてZelevinskiinvolu－  

tionのArパケット，およびその内部への作用についての予想はGがquasトsplitでS群が自明な場合に帰着されることを  

証明した。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

相異なる群の上の保型形式の間の関係を記述するLanglands functorityという原理がある。これは1960年代のEisenstein  

級数についてのLanglandsの研究と志村五郎の仕事を契機としてLanglandsにより1970年に定式化された。その後定式化  

について何度かの改良がなされ，現在ではArthurによる予想が最善に近いとされている。解決されているのはごく一部に  

すぎないが，その重要性から多くの学者が研究を進めている。   

この予想の一部を解決するプログラムとしてLanglandsによる跡公式のstabilizationがある。Gを代数体の上に定義さ  

れた簡約可能代数群とする。Selbergのtrace formulaを整理して書けば，endoscopic群と呼ばれるGに関係して現れる多  

くの群の上の保型形式と，Gの上の保型形式の間の関係が一挙につくだろうというのである。   

平賀氏の研究はこの保型形式における中心的な話題であるArthurの予想とendoscopic群についての問題を結合させたも  
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のである。P進体上の代数群の表現についてのArthurの予想を仮定する。Arthurのパケットの上にZelevinskiinvolution  

がいかに作用するかについて明快な予想を提出した。さらにこの自らが提出した予想をendoscopic群についてのendosco－  

pic transferを用いて研究した。この研究に使われた手法にも重要性が認められる。   

この論文ではArthurの予想の一部とendoscopic transferについての基本補題が仮定されている。これは弱点ともいえる  

が，現在広く認められている予想であり，また多くの質の高い論文においてもこれらを仮定して研究が進められている。さ  

らに平賀氏の論文の手法と結果はArthurの予想を深く解明していく上でも極めて有用であると考えられる。   

よって本論文は，博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。   

なお，主論文に報告されている研究業績を中心とし，これに関連した研究分野について試問した結果，合格と認めた。  
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